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_rλθ scαγJθι Lθιιθγの 悪 魔 一

それゆえ,こ の民のために祈ってはならない。また彼らのために泣き,あ るい

わ祈り求めてはならない。彼等がその災の時にわたしに呼ばわっても,わたしは

彼らに聞くことをしないからだ。 (エ レミヤ書 1-14)

人がその苦悩の極に於てすべてのヴエールを脱ぎ,天に祈 り地に伏 したと

てそれが何になろう。多 くの宗教家,多 くの作家はその責めを負わねばなら

ぬ。彼等をも含めた多 くの信者はその点において誤まっている。そして信者

をも合めた現代は神に対する認識を改ためねばならぬ。砂漠の中に生れたバ

イブルにヘ レニックなものを求めてはならぬ。ひざまづいた時に,すべての

己が罪が消滅するというセンチメンタリズムから去 って行かねばならぬ。そ

れは妄想以外の何物でもあり得ぬ。

メイフラフーに乗 って新 しい理想の世界を求めたピユー リタン達は偉大で

あった。彼等には妥協がなかった。偉大な詩人 ミル トンが

0¨ adorn'd

Ⅵrith gay religions fun of pOmp and gold,

And devils to adorn for deities."(Pα %ガグSθ Lθs′ BK l―-381-372)

と失楽園の中で,は き出すように宗教の堕落をののしっているが,メ イフラ

フTの清教徒達はそれを実践 した点においてより偉大であった。然 し彼等の

信仰と決心とが今私達がほめたたえるようなものであったろうか。誰 もその

点について不動の確信を持 って判断を下すことは出来ない。真理は不変であ

未卓松重
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り,人間の本質は変らぬ。だがその解釈は異なる。その事実を余りも多く歴

史が私達に教えて来た。Timeと SpaCeは永遠に私達を支配している。

Tル Sθα″ルιL′′θγを時間と空間を無視して批評することは出来ない。

Hawthorneの 作品は彼が存在した時間と空間の中で眺められねばならぬ。

その時始めて彼の全作品に対する不信の念は消える。彼は決して前進する作

家ではない。彼は常にふり返っていた。「 これでいいのだろうか, ここには

何か誤があるのではあるまいか。」と常に彼は考えていたようだ。

7カθ Sθαγル′&務θ″の序文 Tル C%S′θ解 助 πsθ の中で彼は告白している。

現在の自己を彼は否定する。彼は過去のつながりと呪の延長の上に自己を位

置づけようとしている。まるで彼は自己を失ってしまったようである。彼が

fatalismの 信奉者であり deternismの 信者であると批評されるのは当然で

ある。もっとも fatalismと deternismに 関しては同一なものではないとい

う論もあるが。

彼の序文にもかかわらず, この作品は彼にとっては勿論であるが不滅の作

品である。彼の他の作品とはあらゆる点において異なっている。この作品の

中で彼はそれまでの後退をしないで大きく前進しているという点がその成功

の最大の理由であろう。

物語の展開は直に奇妙な所から始まっている。不義姦通の子を抱いて現わ

れて来る Hesterを 待つ人々のくすんだ服ととんがり帽子,そ して釘のいっ

ぱいうちつけてある牢獄の扉がまづ最初に私達をこの物語にさそいこむ。

アメリカ文学の初期ロマンテ ィンズムの中で Hawthorneと Poeと は同

一カテゴリーとして取扱かわれる。 それは彼等が共通して何か神秘 的 な も

の,人間の理性では判断のつかない題材を取り上げたからである。そしてそ

れは Childishと いう言葉だけで説明される事は不可能である。それは時間と

空間の支配の下にあって,現代の私達にはその題材のおろかさを笑うことは

許されない。今私達があえて批評することを許されるのは今なお人の魂をゆ

さぶる不変なもの一一換言すれば生きた人間の苦悩が呼びおこす Sympathy

である。それは時間と空間の支配をのがれた不変の人間の魂のつぶやきであ
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る。mOrtalな 人間が互に感じあう sympathyである。そこには社会道徹律

も正義の観念もそして神でさえ入る事を許されない。同じような題材を取扱

いながら Poeと 彼とは全ったく違った作品を作りあげた。一言にしていえ

ば POe は意欲的に自己の世界を創りあげて行った。華々しい評論と鋭い,

妥協を許さぬ数々の詩はすさまじいものがある。

Hawthorneは 常にひかえ目である。 彼は常に躊躇し逮巡する。彼にはど

うしても長篇が書けなかった。然しながら友人に進められて気のすすまぬ状

態でありながら書きあげたこの Ttt Sθα″ル′Lθ′′θ″は素晴らしい。

この物語が私達をひきつける一つの原因,そ れは最高のものとは云えない

かも知れないが, それは読者に imaginationを強要する事である。 牧師の

Dimmesdaleと Hesterの 関係はすでに終っていた。しかもその終りからこ

の物語は始まっている。いってみればシンデンラが王女になってからの物語

である。それ以前の事に関しては storyの展開の中に暗示されているにすぎ

ない。

彼の作品に対する批評は ambiguousな ものが多くあるという点で一致し

ている。 ambiguousで あるという彼の欠点は又同時にそれなるが故にすぐ

れた効果を発揮する。彼が意欲的であればそれはプラスである。そして消極

的な場合にはマイナスである。「緋文字」においてはその ambiguousな 点

が最高に効果を発揮している。牧師 Dimmesdaleは 望まずして愛を得た。

そして Hesterは 望むべきでない愛を得た。現代であるならばそれはメロド

ラマに終るかも知れない。だが Hawthorneの 受けていた Time and Space

の下では全ったく異なっていた。彼の住んでいた世界は今日の私達のそれと

は異なっていた。その時代のピューリタンにとっては自我を殺し神の教理に

従うことが常とされていた。要するに彼等の社会道徳律に従順であることが

当然のこととされていた。人間の宿命は甘んじて受けねばならなかった。そ

れを破って人間性を表わすことは悪であった。

その故に不義の子を生んだ Hesterは 生涯を Adaltyの 頭文字Aをつけて,

悪の標本として生きなければならなかった。 彼女が世間の非難を一身に集
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め, しかも姦通の相手の名前を深 く心にとざしてもらさず,敢然として世評

にたちむかってその幼児を育てあげた一― その彼女の努力はすべて無視され

たというよりも作者はり]ら かに読者に呼びかけているのではあるまいか。

牧師の Dimmesdaleは 己が犯 した罪におののきながら Hesterに 向 って

説得する“…

If thou feelest it to be for thy soul's peace, and that thy earthly

punishment wiH thereby be made more erectualto salvation,I charge

thee to speak out the name of thy fellow¨sinner and fellow‐ surerer! ]Be

not silent frOm any nlistaken pity and tenderness for hiln …・ ''(rヵθ

Sαγル′Lθ′′θ″Ⅲ T力θ Rθθθgηグガθπ)

牧師のこの言葉を発 した時の心境をありのままに感 じることは不可能であ

る。おそらく牧師の心にあったものは愛と悲 しみとそして己が聖職の責であ

ろう。 この言葉をΠl確に日本語に直すことは私にとっては不可能である。

時間とrH間 というものは絶対であると私は信 じる。 しか しそれをも越 して

受け取 り得るものがあると私は il己述 した。それは sympathyで ある。牧師

のこの「り亡孝tiま 果 してその sympathyを私達に与えるであろうか。私達の魂

をその根嘆からゆさぶるような言葉であろうか。己が罪にふるえおののき救

を求める者の言葉であろうか。私は敢て「違 う」と云 う。それでは牧師がそ

の罪を逃避した言葉であると云えようか。それに対する答は同じく “No!"

である。それは Time and Spaceの もたらした結果である。牧師が罪人で

あることを「|[:可 すればそれは とりもなおさず 不信と混乱を ボス トンに生 じ

る。その意味で彼も叉 自己を殺 し」iけ る屍 となろうと決心 したのであった。

ネll会道徳律のために牧師 Dimmesdale は生ある自殺をはか り,彼の心を知

り叉同 ||む |二愛のために Hesterも その生涯をささげる決心をしたのではある

がこの Hesterに は時間空間を越えたもう一つのもの一―即ち二人の間に生

れたパールの 1寸親であるという,理性以前の本能的なものがあることは否め

ない。

Spiller lま この Dimmesdaleと Hesterに ついて「彼等は生きている。」

と批評 した。そしてこのニノ、がピクチャーでな く苦 しみ生活する存在である
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か ら「緋文字」は成功 したと言及 している。

然 し所詮人間は人間である。このス トー リイの始まりは二人の人間性の肯

定の上に始まった。今 この二人がその人間性を否定 し,何にせよ理念で生き

ぬこうとするには余 りにも断層がありすぎる。彼等が生きた人間であると認

められるには一つの決定的要素が必要である。それは彼等を純粋な殉教徒的

観念にしがみつ く事を許さず「生の苦 しみ」に追やる存在が必要である。そ

れは物語の中では悪魔的役割をはたさねばなるまいが作者にとっては最高の

役害」を果たすものである。

Chillingworthは この物語の中で主人公の二人を「生きた存在」にする最

高のキャラクターであると考えられる。

悪魔という言葉はすぐに MiltOnの「失楽園」を連想 させ,同 時に Goethe

の「 フアウス ト」を思い出させる。そして又 Shakespeareの「マクベス」

(尤 もこれは魔女であるが)のそれもある。

Pαπttsθ Lθs′ の中で邪神を集めて説 く Satanの 言葉は不思議な迫力を持

って私達に迫 って来 る。 Miltonの究極の目標は神の栄光をたたえるもので

あったにせよ, 彼はその過程において Satanを愛 した。 悪魔の中に苦悩す

る人間を発見 し,そ してその苦悩をこよな く愛する自己を発見 しては驚き,

反省 しては又筆を取 った。

Chillingworthが 獄舎に Hesterを 訪ねそして Pearlを 救い,彼女をも

助ける。彼女に薬をさし出し,た めらう彼女に彼は云 う。

``E)rink, then," replied he,0¨

“Dost thou know me so little, Hester PrynneP Are lny purposes wont

to be so sha1lowP Even if limagine a scheme of vengeance,what could I

do better for my object than let thee live,一 一than to give thee rnedicines

against all harIIl and peril of life,一 一so that this burning shame may

still blaze upon thy boso]mP"(r力 θ Sθαγル′Lθ″θ″Iv T力θ lπ′θγυグθω)

要するに Chillingworthが Hesterに 求めたのは死のもたらす解放ではな

い。不義の子を殺 し己を裏切 った妻を殺すことではなかった。そうではな く
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て彼は彼女がより長く生き,よ り長くその屈辱の日を送ることを望んだ。彼

は医師として容易に不義の妻を殺すことが出来た。然し彼はあえてそれをし

なかった。これ程すさまじい revengeが あろうか。彼は復讐の鬼となった。

彼は博学知識な男として読者に紹介されている。 Hesterを を殺す事は容易

であった。だがそれは彼女を永遠に社会道徳律を越えた「真実の愛」の中に

くぎづけすることになる。 Hesterを 生かしておく事が, とりもなおさず最

大の復讐である。生れた子供に関する事,神 と社会を裏切った事,そ してそ

れにもまして自己に課せられた秘密―一それはもしも自己を失ってしまえば

他にもれてしまう 一一 一言にしていえば自己に対する葛藤である。

Chillingworthは冷やかにその計画をたてた。Hesterの 中にある罪におの

のく魂の苦しみを彼は計算したのである。そして彼は彼女に自分が本当の夫

である事を秘密にさせる。

“Swear it!"(誓 ぇ)と 彼は云う。Hesterが その理由をたずね「私の魂を

滅ぼすためかJと 聞いた時,彼は ``Not thy sOul,''000``No,not thine!"と 答

える。 (7カθ Sθαγル′Lθ′′θ″Ⅳ r力θI″θγυグω )

Chillingworthの 意図は明白である。Hesterが その愛をささげた相手の魂

を悪魔にうることであった。そして彼はその相手―一それは Chillingworth

が望んでも得られぬ愛を,望まずして得た男である。

かくの女|]き Chillingworthの 出現とその 言葉とその予想される行 動は

HeSterに とって恐ろしい衝動を与えた。だがその故に Hesterは 自己を発

見したのではなかろうか。 Chillingworthの 出現によって彼女は自己の存在

する意義を発見した。表面的な社会道徳律を無視するという段階に達しなく

ても,少 くなくともそれにしばられる恐怖から脱却し,生 きぬこうという人

間の不変の本fTを とりもどし,母 としての責任を反省し,「真実の愛」を破

ろうとする悪魔に対する静かではあるが不屈な存在――いってみれば真のノ、

間になり得たのではあるまいか。 Spillerの 批評が正しいとするならば,彼

女を「生きた」人物としたのは実にこの Chillingworthで ある。
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か くて Hesterの 口をふうじた Chillingworthは牧師に接近する。い くば

くかの説明があるにしても,こ の牧師も老医師も,そ して彼らが何故に接近

して行 ったかは真に ambiguousで ある。そういった観点から見れば Hester

を ChillillgwOrthが 診察 し投薬 した過程も同じであって, その点を容認す

るか ambiguousで あるときめつけるかによって異質の評論が生 じて来る。

然 し今仮に何 らかの acddentで 牧師と医者を結びつけたとしてもス トー

リー全体として不 自然である事には変 りはない。私 自身は牧師 Dimmesdale

と老医師とを結びつけた,あ の濃霧のような説明が好きである。Hawthorne

でなければ書けないような文章である。

この若い牧師と老いた医者とは共に同居する。牧師の健康は日一 日とおと

ろえて行 く。ある日牧師と医者は「人間」について話 し合 う。

“Yet some men bury their  sectets  thus,"  observed  the  clam

physician¨ ¨̈

“Ttue; there are such inen,"answered Mr. I)iminesdale.

“・̈  C)r, 一 can we not suppose itP ― guilty as they may, retaining"

nevertheless, a zeal for God's glory and lnan's welfare,they lnay shrink

from diplaying themselves black and■ lthy in the view of men; because,

thenceforward,no good can be achieved by them,00・ "(Tル S(Z″ル′Iン′ルr
xrヵθ lttθθヵαπグカ″s Pαグθπ′)

(こ うも考えられないで しょうか。何か罪をおか していても,神 の栄光や

人間の福祉を切実に思 っていて人々の前に自分の黒い汚れた面をさらす事を

しりごみ しているのだと。何故ならそんな事をすれば善が行なえないからで

す。)

若い牧師 Dimmesdaleは この言葉の中に自分の考をはっきりと表現 した。

自分が不義を働らいて子供を生ました Hesterに 向って,死ぬる思いで彼女

にその姦通の相手を告白するように説いた時,彼は愛と苦 しみを乗 りこえた

自己の義務―一 それは今自分の した罪をつぐなうより多 くの善行と救を人々

に与えよう一― それによって多 くの人々が救われ,そ れにもまして社会秩序

の混乱の防止を決心 していた。そしてそれは彼という個人の人間性の抹殺を
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意味するのである。 生ける屍となって 相||の ,並の 伝道者たらんとしたのであ

る。

もう一度彼の生きていた時間と空間にもどって考えよう。それは責めるべ

きものであろうか,又は11然牧師として 1反 るべき態度であろうか。彼一人が

生 きながらにして地獄の火にやかれ,然 もその反面数多 くのノ、々 の若 1出を解

決 してやるという事が絶対許すべからざる行為であろうか。

若き牧師 Dimmesdaleは その肌着にAの イニジヤルをつけそして 後者の

行為をしようとした。 それは非愴な決意である。 他の lfTか ら眺めれば 牧師

Dimmesdaleは ある意味での殉教者になろうと決ノかしたのである。それは拷

間にかけられることもない,火で焼かれることもないが生きとし生きる限 り

の苦悩である。一瞬のやすらぎも,一刻のよろこびも許されない生きながら

の地獄である。

若き牧師はオックスフオー ドの古い名誉を負い,ニ ユーワール ドに新 らし

く神の領域をひろめる義務があった。新世界の人々は彼によって神の威光が

よ り高 くなることを望みそして期待 していた。

こういった事情を考え合わせる時,彼のとるであろう道は二者選択ではな

い一一只一つに限定される。そしてそれは許すことの出来ない神に対する冒

漬であり, 自己満足以外の何者でもない。

若き牧師の考えた道は自己にとって都合のいい合理化である。そして

Hesterの 収ろうと決′亡ヽした道もそれ以外の何者でもない。

勝利にその頼をナ軍かす人々の行列一一 それは選挙であろうが戦のもたらし

たものであろうが同一である一一 その中に牧師は参列 していた。そして彼は

長い長い間の自己に対する戦をメ、と止めた。 Hesterと Pearlを そして彼女

の胸についている SCarlet Letterを 見た時,彼はその両腕をさしのべて叫

``Hester,"said he,``come hither!Come, my little Pearl!"    It was a

ghastly look with whiCh he regarded thenl; but there was something at

once tender and strangely triulmphant in it。 (T力θ Sθαγノθ′Lθ″θ″XX Ⅲ
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Tttθ Rθυθ滋ガθπ 6r rヵθ sθαγル′Lθ′′θ″)

(``ヘ スタ,こ ちらに来なさい。パールちゃん,い らっしゃい。"と 彼は云

った。彼の顔には一種異様な表情があったが聞く人の心をなごませそして奇

妙な勝利のひびきがあった。)

この時間に彼等は生命のある存在となった。彼等は神も社会道徳律も放棄

し mortalな 人間としての叫びをあげた。この時まで彼等の実在をかくしこ

の劇的効果を あげ得た作家 Hamthorneの偉大さを 私達はたえねばなるま
い。彼は「人間」の勝利を誇示する。

Hesterは 尚ためらい, ちゅうちょする。 が今初めて彼の探し求めていた

ものを確認した牧師はその母娘を共に処刑台の上に立たせる。

Chillingworthは ぁわてて彼等を止めようとする。 “…Would you bring

infamy on your sacred professiOnP"(ぉ 前はその神聖な牧師の職をけがす
のか)

それに対して牧師は答える。

``Ha, tempter! Methinks thOu art too late! 0¨ They power is not what

it was! with God's help, I shan escape thee now!"
(グ bググ)

(は は,悪魔よ。思 うにお前はおそすぎた。お前の力は昔の力を持 ってい
ない。神のめぐみによって私は今お前からのがれる。)

この StOryの この頁が読者をその心底からうつ。

Emersonの ように彼は人間の延長の上に神を 発見することは 出来なかっ
た。神と人間とは厳として区別すべきものであった。苦 しみ抜いた牧師

Dimmesdaleは 「神の助け」によって始めて人間性をとり戻 した。彼自身の

努力と意志によって求が得られたわけではない。彼が Hesterと その不義の

娘 Pearlに みまもれながら Hesterが最後に云 った言葉 “Shall we meet

againP"(又私達は会 うことができるので しょう)に対 して彼は否定する。勿
論それは死後の世界であり,牧師といえども見 る事は許されない世界である
が,彼ははっきりと否定する。そして彼の負った苦悩の日々が彼を救 って く
れたと云 う。神と人間の間には断層がある。

彼がその生ける屍 となる事を決心 して くらした日々が彼にとっては救いで
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あった。

“・。・When We forgot our God, 一―When we violated our reverence each

for other's soul,"(グ bググ)(私 達が私達の神を忘れた時,私達がお互の魂の

尊敬を失 った時)彼等にとって再び幸福の日が来ないことを彼等は確認して

いた。 そして, “God knoWs;and He is merciful! He hath proved his
mercy, most of all in my a∬ lictions.By giving rrle this burning torture

to bear upon my breast! ]By sending youder dark and terrible old inan,

to keep the torture always at red‐ heat!¨・"(グ bググ.)

「かの陰険なおそろしい老人」は神の慈悲によって牧師に
つかわされたも

のである。神の慈悲はこの最後の告白によってす
べてを清算 し,すべてを福

祝につつみ, 目もあやな劇的効果をもたらす奇蹟ではなか った。それは牧師

を真の人間にもどらせてノ、々 に教訓を与えた。 ドラマテックなエネルギッン

ュな解決は否定される。それは華麗なるものではないが清 らかな然 も厳粛
な

結末である。

Chillingworthは その務めを終えてしまった。この博学多才な老悪魔は己

が全身全霊をかたむけた仕事をなしとげて しまった。
この小説の COnclusion

の中で Hawthorneが llB示 している通 り雑草が根をたたれて太陽の下にさら

された如 くしなび 消滅 して しまう。 この段階に於て 私達は初めて 知 らされ

る。彼 |ま 実は悪魔ではなかったのだ。完全なる人間以外の何者
でもなかった。

メフイス トフイ/L/ス でもなければ,MiltOnの えがいた Satanで もなかった。

彼は牧自可jの 魂をす くい, そして叉 HeSterの 魂をも救 った 偉大な存在であ

る。

``It is a curious subject of Observation and inquiry, whether hatred

and love be not the samething at bottome(1「 力θ Sθαγ′θ′二′′′θγ Cθπ′π
sグθπ)

(そ れ |ま興味深 く考慮 し探研す
べき問題である。即ち憎 しみと愛とはその根

底にお tヽ て同一ではなかろうか。)こ う云 った表現が HawthOrne独特のも

のであって非常にすぐれた面を表現すると同時に叉彼のもろ
さというか

ambiguousで あるという批評の対称にされる。

Chillingworthは その遺言状の中で漠大な遺産を Pearlに 送 った。生きて
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行 く意義を失 くしてしまった老人が最後の意志をふりしぼって妻 Hesterの

不義の子にあてて遺産を送る遺言状を書 く場面は想像するだけでも鬼気迫る

ようなものがある。

Chillingworthは この全篇を通じての pivotで ある。然も彼は悪魔でもな

く,叉 HawthOeneの云うようなその仕事を主人の悪魔から命令されねばな
らない地獄の存在でもなく,人間そのものである。
Chillingworthの 存在によって牧師 Dimmesdaleは救われ,Hesterも ,

そして Pearlの一生も保証された。そしてその事実を通じてこの小説全体

を成功させた。すべてが抽象的な存在ではなく生命を持った完全な人間をえ

がき出した deviceは彼 Chillingworthで ぁった。

だが今ここに一つの疑間が残る。この「結末」は必要だったのだろうか。

ConclusiOnの 中で ChillingwOrthを 説明し Hesterと Pearlの必福な生活

を事細やかに記述する必要があろうか。 Hawthorneに とってはこの部分を
欠 く事は出来なかったであろう。彼は常に躊巡し自信がなかった。

然し自信のない事が才能の欠亡を意味するのではない。それは人間に対す

る誠意を意味する場合もある。7カθ Cπ s′θ解 嘉″影 もそして Cθπルsグθπ も
rヵθ sθα″ルιL″θ″に必要であったろうか。それは疑わしい。牧師と Hester
が救われた時にこそこの物語は結末をつげるべきではなかったろうか。物語

の初めの如 くその結末も又読者の imagination iこ ゅだねるべきでなかった

ろうか。その点において Poeが prOseの 目的は詩の目的と異っている点を

指摘し Hawthorneの 偉大さはその散文の目的である truthを 目標としその

面から批判されるべきものであるという論は正しい。これは詩ではない。あ

くまでも ictionでぁる。 詩の世界におけると同じ imaginationの 働きを

求める事は許されないのであろう。

了F家精神に妥協は許されない。それはたとえ一つの童話を書 く時でも許さ

れない。即ち飽 くことない探求が課せられる。一言にして云えば躊巡があっ

てはならないのである。

Chillingworthは その行為において悪魔であったが結果に於て罪になやむ
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人々を救った。そしてその半J断 は読者にまかされる
べきものではなかったろ

うか。

Chillingworthを 追求し解明する過程において私達は HawthOrneの 持
つ

一つの限界を発見する。それは HawthOrneが 持つ豊かな人間性であり又
そ

れが同時に作家としての彼の発展を阻止したのであった。

Chillingworthは やはり人を呪う悪魔であったのだろうか,HaWthOrneを

苦しめた悪魔という点で。
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